
 

 

 

 
 

 

 
年度末にあたって 

                          つつじが丘小学校長  野 上 泰 宏 

 

平成３０年度の教育活動も 22 日の卒業式で最後となります。この一年、保護者の皆様と地域の皆様

には、ご支援とご協力をいただいたことに心よりお礼申し上げます。職員が力を合わせ子供達の教育

を行ってきたつもりですが、いたらない点やご不満もあったことと思います。にもかかわらず、温か

く学校を支えていただきましたことに心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

◇     ◇     ◇     ◇     ◇ 

 

 今年度は開校２０周年の記念行事のおかげもあり、学校・保護者・地域が一体となる機会が多く、

つつじが丘の子供達にとって大変有意義な学びに恵まれました。このようなことから、私は来年度の

つつじが丘の教育が淋しくなったり後ろ向きになったりすることを懸念するとともに、そのようなこ

とが絶対にあってはならないと考えているところです。また、次の 5 年・10 年後に向け、この素晴ら

しい学校と保護者・地域の連携を持続・発展させていくことを目指して、学校経営に取り組まなけれ

ばならないと思っています。 

 

 今、SDGs(Sustainable Development Goals )＝「持続可能な開発目標」を企業活動にとり入れ、持

続可能な社会を実現する方策を探る企業が増えています。その企業トップによるインタビュー連載が、

昨年夏から朝日新聞に掲載されていました。 

 今までの企業の考え方は、「まず事業」。第一に営利を上げることを求めてきました。「いい製品は売

れる」「技術があれば売れる」ということです。しかし、これからの時代においては、企業活動で「社

会全体をきちんとする」ことにシフトしていこうとしています。「社会の役に立っている」という企業

イメージこそが消費者や投資家からも支持され、継続的な業績安定につながるという考えです。その

ために人権や環境に配慮し、社会問題を解決し、経営の透明性を確保することが重要であるというの

です。モノが充足し、教育が徹底されるほど、その傾向は顕著になり、学校教育にはコミュニケーシ

ョン能力の育成と答えのでない課題でも解決に向けあきらめない気持ちが求められるというのです。 

 

 私が、ユネスコが提唱した ESD(Education for Sustainable Development)＝「持続可能な社会実

現のための教育」を意識したのは、2013 年でした。酪農教育の中学校向けの指導資料の作成を依頼

され、岐阜と愛知の先生方、新潟の農家の方と共同作業をしたときです。そのテーマは、「酪農を通

して、食料を自給することの意味と大切さに気付き、持続可能な社会の実現に向けた未来社会をイメ

ージし、一人一人の子供達が現在そして未来にできることを考える」ことでした。入り口は酪農とし

ていますが、この学びのゴールは、まさに現在の企業トップが考えていることと同じです。 

 

次年度も、学校と地域が一体となり、子供達はもちろん地域の大人も、みんなが楽しめて役に立つ

取り組みをしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

帯広市立つつじが丘小学校                    平成３１年３月２２日 

        

 

 

 

文責 野上泰宏 
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